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【手続補正書】
【提出日】平成26年11月25日(2014.11.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アクセスポイントトランシーバと第１のトランシーバとの間のワイヤレスリンクにおけ
るチャネル効率を改善するための方法であって、前記第１のトランシーバは、前記ワイヤ
レスリンクの最大限可能なデータスループットレートより低い第１のデータスループット
レートに限定され、前記第１のトランシーバは、第１の受信バッファを備え、前記方法は
、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のデータスループットレートおよび前
記第１の受信バッファのサイズのインジケーションを受信し、格納することと、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のトランシーバへの送信のための第１
のデータパケットの第１のサイズを決定することと、ここで、前記決定は、前記第１のデ
ータスループットレート、および前記第１の受信バッファの前記サイズのうちの１つまた
は複数に基づく、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のデータスループットレートより高い
データレートで、前記第１のトランシーバに前記第１のサイズの前記第１のデータパケッ
トを送信することと、
　前記アクセスポイントトランシーバが、第２のトランシーバに前記ワイヤレスリンクを
拡張することと、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記ワイヤレスリンクを通じた前記第１のトラ
ンシーバへのデータスループットが前記第２のトランシーバへの前記ワイヤレスリンクの
前記拡張に基づいて前記第１のデータスループットレートを超えそうもないと決定するこ
とと
　を備え、前記アクセスポイントトランシーバは、前記ワイヤレスリンクを通じた前記第
１のトランシーバへのデータスループットが前記第１のデータスループットレートを超え
そうもないと決定することに応じて、前記第１のデータスループットレートまたは前記第
１の受信バッファの前記サイズに基づいて前記第１のトランシーバに送信するためのデー
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タパケットのサイズを決定しない、方法。
【請求項２】
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のサイズのパケットが前記第１のデー
タスループットレートに基づいて前記第１のトランシーバに送信されるべき第１の送信頻
度を決定することと、
　前記第１の送信頻度で前記第１のトランシーバに複数の前記第１のサイズのデータパケ
ットを送信することと
をさらに備え、前記送信することは、前記第１のデータスループットレートより高いデー
タレートで実行される、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１の受信バッファ中のメモリの利用可能
な量を推定することと、ここで、前記推定することは、前記第１のデータスループットレ
ート、前記第１の受信バッファの前記サイズ、前記第１のデータパケットの前記サイズ、
および前記第１のデータパケットの送信から今までの経過時間に基づく、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１の受信バッファ中の前記推定されたメ
モリの利用可能な量に基づいて前記第１のトランシーバへの送信のための第２のデータパ
ケットの第２のサイズを決定することと、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のデータスループットレートより高い
データレートで前記第１のトランシーバに前記第２のサイズの前記第２のデータパケット
を送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第１のデータスループットレートは、前記第１のトランシーバによって決定され、
　前記第１のデータスループットレートおよび前記受信バッファの前記サイズの前記イン
ジケーションは、前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のトランシーバから受
信する、
請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記第１のデータスループットレートは、（１）前記第１のトランシーバのワイヤレス
リンクインタフェース、および／または（２）前記第１のトランシーバの処理能力のうち
の１つまたは複数の前記データスループット能力のために、前記ワイヤレスリンクの前記
最大限可能なデータスループットレートより低い、
請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記アクセスポイントトランシーバが、第２のトランシーバに前記ワイヤレスリンクを
拡張することと、ここで、前記第２のトランシーバは、前記ワイヤレスリンクの前記最大
限可能なデータスループットレートより低い第２のデータスループットレートを有し、前
記第２のトランシーバは、第２の受信バッファを備える、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第２のデータスループットレートおよび前
記第２の受信バッファのサイズのインジケーションを受信し、格納することと、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第２のトランシーバへの送信のための第２
のデータパケットの第２のサイズを決定することと、ここで、前記決定することは、（１
）前記第２のデータスループットレート、および／または（２）前記第２の受信バッファ
の前記サイズのうちの１つまたは複数に基づいて決定される、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第２のデータスループットレートより高い
データレートで前記第２のトランシーバに前記第２のサイズの前記第２のデータパケット
を送信することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記第１のデータパケットの前記第１のサイズは、前記第１の受信バッファの前記サイ
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ズより小さい、
請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記第１の受信バッファは、前記第１のトランシーバによって処理するために前記ワイ
ヤレスリンクを通じて前記第１のトランシーバによって受信された情報を格納する、
請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ワイヤレスリンクは、８０２．１１ワイヤレスリンクである、
請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　第１のトランシーバとのワイヤレスリンクにおけるチャネル効率を改善するように構成
されるアクセスポイントトランシーバであって、前記第１のトランシーバは、前記ワイヤ
レスリンクの最大限可能なデータスループットレートより低い第１のデータスループット
レートに限定され、前記第１のトランシーバは、第１の受信バッファを備え、前記アクセ
スポイントトランシーバは、
　ワイヤレス信号を受信し送信するためのアンテナと、
　前記ワイヤレスリンクのためのパラメータ情報を格納するためのメモリと、
　前記アンテナおよび前記メモリに接続された制御論理と
　を備え、前記制御論理は、
　前記第１のデータスループットレートおよび前記第１の受信バッファのサイズのインジ
ケーションを受信することと、
　前記第１のデータスループットレートおよび前記メモリの前記第１の受信バッファの前
記サイズを示す情報を格納することと、
　前記第１のデータスループット、および前記第１の受信バッファの前記サイズのうちの
１つまたは複数に基づいて前記第１のトランシーバへの送信のための第１のデータパケッ
トの第１のサイズを決定することと、
　前記アンテナを介して、前記第１のデータスループットレートより高いデータレートで
、前記第１のトランシーバに前記第１のサイズの前記第１のデータパケットを送信するこ
とと、
　第２のトランシーバに前記ワイヤレスリンクを拡張することと、
　前記ワイヤレスリンクを通じた前記第１のトランシーバへのデータスループットが前記
第２のトランシーバへの前記ワイヤレスリンクの前記拡張に基づいて前記第１のデータス
ループットレートを超えそうもないと決定することと
　を行うように構成され、ここで、前記アクセスポイントトランシーバは、前記ワイヤレ
スリンクを通じた前記第１のトランシーバへのデータスループットが前記第１のデータス
ループットレートを超えそうもないと決定することに応じて、前記第１のデータスループ
ットレートまたは前記第１の受信バッファの前記サイズに基づいて前記第１のトランシー
バに送信するためのデータパケットのサイズを決定しない
ように構成される、アクセスポイントトランシーバ。
【請求項１１】
　前記制御論理は、
　　前記第１のサイズのパケットが前記第１のデータスループットレートに基づいて前記
第１のトランシーバに送信されるべき第１の送信頻度を決定し、
　　前記アンテナを介して、前記第１の送信頻度で前記第１のトランシーバに複数の前記
第１のサイズのデータパケットを送信する
　ようにさらに構成され、前記送信することは、前記第１のデータスループットレートよ
り高いレートである、
請求項１０に記載のアクセスポイントトランシーバ。
【請求項１２】
　前記制御論理は、
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　前記第１のデータスループットレート、前記第１の受信バッファの前記サイズ、前記第
１のデータパケットの前記第１のサイズ、および前記第１のデータパケットの送信から今
までの経過時間に基づいて前記第１の受信バッファ中のメモリの利用可能な量を推定し、
　前記第１の受信バッファ中の前記推定されたメモリの利用可能な量に基づいて前記第１
のトランシーバへの送信のための第２のデータパケットの第２のサイズを決定し、
　前記アンテナを介して、前記第１のデータスループットレートより高いデータレートで
前記第１のトランシーバに前記第２のサイズの前記第２のデータパケットを送信する
　ようにさらに構成される、請求項１０に記載のアクセスポイントトランシーバ。
【請求項１３】
　前記第１のデータスループットレートは、（１）前記第１のトランシーバのワイヤレス
リンクインタフェース、および／または（２）前記第１のトランシーバの処理能力のうち
の１つまたは複数の前記データスループット能力のために、前記ワイヤレスリンクの前記
最大限可能なデータスループットレートより低い、
請求項１０に記載のアクセスポイントトランシーバ。
【請求項１４】
　前記制御論理は、
　　第２のトランシーバに前記ワイヤレスリンクを拡張し、ここで、前記第２のトランシ
ーバは、前記ワイヤレスリンクの前記最大限可能なデータスループットレートより低い第
２のデータスループットレートを有し、前記第２のトランシーバは、第２の受信バッファ
を備える、
　　前記第２のデータスループットレートおよび前記第２の受信バッファのサイズのイン
ジケーションを受信し、
　　前記メモリに前記第２のデータスループットレートおよび前記第２の受信バッファの
前記サイズをインジケートする情報を格納し、
　　（１）前記第２のデータスループットレート、および／または（２）前記第２の受信
バッファの前記サイズのうちの１つまたは複数に基づいて前記第２のトランシーバへの送
信のための第２のデータパケットの第２のサイズを決定し、
　　前記アンテナを介して、前記第２のデータスループットレートより高いデータレート
で前記第２のトランシーバに前記第２のサイズの前記第２のデータパケットを送信する
ようにさらに構成される、請求項１０に記載のアクセスポイントトランシーバ。
【請求項１５】
　前記第１のデータパケットの前記第１のサイズは、前記第１の受信バッファの前記サイ
ズより小さい、
請求項１０に記載のアクセスポイントトランシーバ。
【請求項１６】
　前記第１の受信バッファは、前記第１のトランシーバによって処理するために前記ワイ
ヤレスリンクを通じて前記第１のトランシーバによって受信された情報を格納する、
請求項１０に記載のアクセスポイントトランシーバ。
【請求項１７】
　前記制御論理は、前記第１のトランシーバから、前記アンテナを介して、前記第１のデ
ータスループットレートおよび前記第１の受信バッファの前記サイズの前記インジケーシ
ョンを受信するように構成される、
請求項１０に記載のアクセスポイントトランシーバ。
【請求項１８】
　前記ワイヤレスリンクは、８０２．１１ワイヤレスリンクであり、前記アクセスポイン
トトランシーバは、８０２．１１アクセスポイントトランシーバである、
請求項１０に記載のアクセスポイントトランシーバ。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９７
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【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９７】
　上記の実施形態は、相当に詳細に記述したが、多数の変形および修正は、一旦上記開示
が完全に評価されれば、当業者に対して明白になることになる。以下の請求項は、そのよ
うな変形および修正のすべて包含するように解釈されることが意図される。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
　アクセスポイントトランシーバと第１のトランシーバとの間のワイヤレスリンクにおけ
るチャネル効率を改善するための方法であって、前記第１のトランシーバは、前記ワイヤ
レスリンクの最大限可能なデータスループットレートより低い第１のデータスループット
レートを有し、前記第１のトランシーバは、第１の受信バッファを備え、前記方法は、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のデータスループットレートおよび前
記第１の受信バッファのサイズのインジケーションを受信し、格納することと、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のトランシーバへの送信のための第１
のデータパケットの第１のサイズを決定することと、ここで、前記決定は、（１）前記第
１のデータスループット、および／または（２）前記第１の受信バッファの前記サイズの
うちの１つまたは複数に基づく、
　前記アクセスポイントが、前記第１のデータスループットレートより高いデータレート
で、前記第１のトランシーバに前記第１のサイズの前記第１のデータパケットを送信する
ことと
を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のサイズのパケットが前記第１のデー
タスループットレートに基づいて前記第１のトランシーバに送信されるべき第１の送信頻
度を決定することと、
　前記第１の送信頻度で前記第１のトランシーバに複数の前記第１のサイズのデータパケ
ットを送信することと
をさらに備え、前記送信することは、前記第１のデータスループットレートより高いデー
タレートで実行される、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記アクセスポイントが、前記第１の受信バッファ中のメモリの利用可能な量を推定す
ることと、ここで、前記推定することは、前記第１のデータスループットレート、前記第
１の受信バッファの前記サイズ、前記第１のデータパケットの前記サイズ、および前記第
１のデータパケットの送信から今までの経過時間に基づく、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１の受信バッファ中の前記推定されたメ
モリの利用可能な量に基づいて前記第１のトランシーバへの送信のための第２のデータパ
ケットの第２のサイズを決定することと、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のデータスループットレートより高い
データレートで前記第１のトランシーバに前記第２のサイズの前記第２のデータパケット
を送信することと
　をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ４］
　前記第１のデータスループットレートは、前記第１のトランシーバによって決定され、
　前記第１のデータスループットレートおよび前記受信バッファ中の前記サイズの前記イ
ンジケーションは、前記アクセスポイントトランシーバが、前記第１のトランシーバから
受信する、
［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記第１のデータスループットレートは、（１）前記第１のトランシーバのワイヤレス
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リンク、および／または（２）前記第１のトランシーバの処理能力のうちの１つまたは複
数の前記データスループットレートのために、前記ワイヤレスリンクの前記最大限可能な
データスループットレートより低い、
［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記アクセスポイントトランシーバが、第２のトランシーバに前記ワイヤレスリンクを
拡張することと、ここで、前記第２のトランシーバは、前記ワイヤレスリンクの前記最大
限可能なデータスループットレートより低い第２のデータスループットレートを有し、前
記第２のトランシーバは、第２の受信バッファを備える、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第２のデータスループットレートおよび前
記第２の受信バッファのサイズのインジケーションを受信することと、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第２のトランシーバへの送信のための第２
のデータパケットの第２のサイズを決定することと、ここで、前記決定することは、（１
）前記第２のデータスループットレート、および／または（２）前記第２の受信バッファ
の前記サイズのうちの１つまたは複数に基づいて決定される、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記第２のデータスループットレートより高い
データレートで前記第２のトランシーバに前記第２のサイズの前記第２のデータパケット
を送信することと
　をさらに備える、［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記アクセスポイントトランシーバが、第２のトランシーバに前記ワイヤレスリンクを
拡張することと、
　前記アクセスポイントトランシーバが、前記ワイヤレスリンクを通じた前記第１のトラ
ンシーバへのデータスループットが前記第２のトランシーバへの前記ワイヤレスリンクの
前記拡張に基づいて前記第１のデータスループットレートを超えそうもないと決定するこ
とと
　をさらに備え、前記アクセスポイントトランシーバは、前記ワイヤレスリンクを通じた
前記第１のトランシーバへのデータスループットが前記第１のデータスループットレート
を超えそうもないと決定することに応じて、前記第１のデータスループットレートまたは
前記第１の受信バッファの前記サイズに基づいて前記第１のトランシーバに送信するため
のデータパケットのサイズを決定しない、
　［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記第１のデータパケットの前記第１のサイズは、前記第１の受信バッファの前記サイ
ズより小さい、
［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記第１の受信バッファは、前記第１のトランシーバによって処理するために前記ワイ
ヤレスリンクを通じて前記第１のトランシーバによって受信された情報を格納する、
［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記ワイヤレスリンクは、８０２．１１ワイヤレスリンクである、
［Ｃ１］に記載の方法。
［Ｃ１１］
　第１のトランシーバとのワイヤレスリンクにおけるチャネル効率を改善するように構成
されるアクセスポイントトランシーバであって、前記第１のトランシーバは、前記ワイヤ
レスリンクの最大限可能なデータスループットレートより低い第１のデータスループット
レートを有し、前記第１のトランシーバは、第１の受信バッファを備え、前記アクセスポ
イントトランシーバは、
　ワイヤレス信号を受信し送信するためのアンテナと、
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　前記ワイヤレスリンクのためのパラメータ情報を格納するためのメモリと、
　前記アンテナおよび前記メモリに接続された制御論理と
　を備え、前記制御論理は、
　　前記第１のデータスループットレートおよび前記第１の受信バッファのサイズのイン
ジケーションを受信し
　　前記第１のデータスループットレートおよび前記メモリの前記第１の受信バッファの
前記サイズを示す情報を格納し、
　　（１）前記第１のデータスループット、および／または（２）前記第１の受信バッフ
ァの前記サイズのうちの１つまたは複数に基づいて前記第１のトランシーバへの送信のた
めの第１のデータパケットの第１のサイズを決定し、
　　前記アンテナを介して、前記第１のデータスループットレートより高いデータレート
で、前記第１のトランシーバに前記第１のサイズの前記第１のデータパケットを送信する
ように構成される、アクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ１２］
　前記制御論理は、
　　前記第１のサイズのパケットが前記第１のデータスループットレートに基づいて前記
第１のトランシーバに送信されるべき第１の送信頻度を決定し、
　　前記アンテナを介して、前記第１の送信頻度で前記第１のトランシーバに複数の前記
第１のサイズのデータパケットを送信する
　ようにさらに構成され、前記送信することは、前記第１のデータスループットレートよ
り高いレートである、
［Ｃ１１］に記載のアクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ１３］
　前記制御論理は、
　　前記第１のデータスループットレート、前記第１の受信バッファの前記サイズ、前記
第１のデータパケットの前記サイズ、および前記第１のデータパケットの送信から今まで
の経過時間に基づいて前記第１の受信バッファ中のメモリの利用可能な量を推定し、
　　前記第１の受信バッファ中の前記推定されたメモリの利用可能な量に基づいて前記第
１のトランシーバへの送信のための第２のデータパケットの第２のサイズを決定し、
　　前記アンテナを介して、前記第１のデータスループットレートより高いデータレート
で前記第１のトランシーバに前記第２のサイズの前記第２のデータパケットを送信する
　ようにさらに構成される、［Ｃ１１］に記載のアクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ１４］
　前記第１のデータスループットレートは、（１）前記第１のトランシーバのワイヤレス
リンクインタフェース、および／または（２）前記第１のトランシーバの処理能力のうち
の１つまたは複数の前記データスループットレートのために、前記ワイヤレスリンクの前
記最大限可能なデータスループットレートより低い、
［Ｃ１１］に記載のアクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ１５］
　前記制御論理は、
　　第２のトランシーバに前記ワイヤレスリンクを拡張し、ここで、前記第２のトランシ
ーバは、前記ワイヤレスリンクの前記最大限可能なデータスループットレートより低い第
２のデータスループットレートを有し、前記第２のトランシーバは、第２の受信バッファ
を備える、
　　前記第２のデータスループットレートおよび前記第２の受信バッファのサイズのイン
ジケーションを受信し、
　　前記メモリに前記第２のデータスループットレートおよび前記第２の受信バッファの
前記サイズをインジケートする情報を格納し、
　　（１）前記第２のデータスループットレート、および／または（２）前記第２の受信
バッファの前記サイズのうちの１つまたは複数に基づいて前記第２のトランシーバへの送
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信のための第２のデータパケットの第２のサイズを決定し、
　　前記アンテナを介して、前記第２のデータスループットレートより高いデータレート
で前記第２のトランシーバに前記第２のサイズの前記第２のデータパケットを送信する
ようにさらに構成される、［Ｃ１１］に記載のアクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ１６］
　前記制御論理は、
　　第２のトランシーバに前記ワイヤレスリンクを拡張し、
　　前記ワイヤレスリンクを通じた前記第１のトランシーバへのデータスループットが前
記第２のトランシーバの前記ワイヤレスリンクの前記拡張に基づいて前記第１のデータス
ループットレートを超えそうもないと決定する
　ようにさらに構成され、前記アクセスポイントトランシーバは、前記ワイヤレスリンク
を通じた前記第１のトランシーバへのデータスループットが前記第１のデータスループッ
トレートを超えそうもないと決定することに応じて、前記第１のデータスループットレー
トまたは前記第１の受信バッファの前記サイズに基づいて前記第１のトランシーバに送信
するためのデータパケットのサイズを決定しないように構成される、
［Ｃ１１］に記載のアクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ１７］
　前記第１のデータパケットの前記第１のサイズは、前記第１の受信バッファの前記サイ
ズより小さい、
［Ｃ１１］に記載のアクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ１８］
　前記第１の受信バッファは、前記第１のトランシーバによって処理するために前記ワイ
ヤレスリンクを通じて前記第１のトランシーバによって受信された情報を格納する、
［Ｃ１１］に記載のアクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ１９］
　前記制御論理は、前記第１のトランシーバから、前記アンテナを介して、前記第１のデ
ータスループットレートおよび前記第１の受信バッファの前記サイズの前記インジケーシ
ョンを受信するように構成される、
［Ｃ１１］に記載のアクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ２０］
　前記ワイヤレスリンクは、８０２．１１ワイヤレスリンクであり、前記アクセスポイン
トトランシーバは、８０２．１１アクセスポイントトランシーバである、
［Ｃ１１］に記載のアクセスポイントトランシーバ。
［Ｃ２１］
　アクセスポイントトランシーバとのワイヤレスリンクにおけるチャネル効率を改善する
ために第１のトランシーバが使用するための方法であって、前記第１のトランシーバは、
第１の受信バッファを備え、前記方法は、
　前記ワイヤレスリンクを介して前記アクセスポイントトランシーバから第１のデータフ
レームを受信することと、
　前記受信バッファ中に前記第１のデータフレームを格納することと、
　前記受信バッファ中の利用可能なメモリの量が第１のしきい値未満であると決定するこ
とと、
　フレーム肯定応答を生成することと、ここで前記フレーム肯定応答は、前記第１のトラ
ンシーバによって前記第１のデータフレームの受信を肯定応答し、前記フレーム肯定応答
は、前記受信バッファ中の前記利用可能なメモリの量が前記第１のしきい値未満であると
の前記決定に基づいて、前記第１のトランシーバによって省電力モードの開始のインジケ
ーションをさらに備える、
　前記アクセスポイントトランシーバに前記フレーム肯定応答を送信することと
　を備え、前記アクセスポイントトランシーバは、前記省電力モードの開始の前記インジ
ケーションに基づいて前記フレーム肯定応答を受信した後に前記第１のトランシーバに次
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のデータフレームを送信しない、
方法。
［Ｃ２２］
　前記受信バッファ中の前記第１のデータフレームを処理することと、
　前記受信バッファ中の前記利用可能なメモリの量が第２のしきい値を超えると判断する
ことと、
　前記受信バッファ中の前記利用可能なメモリの量が前記第２のしきい値を超えるとの前
記決定に基づいて前記第１のトランシーバが前記省電力モードの終了のインジケーション
を生成することと、
　前記アクセスポイントトランシーバに前記第１のトランシーバによって前記省電力モー
ドの終了の前記インジケーションを送信することと
　をさらに備え、前記アクセスポイントトランシーバは、前記第１のトランシーバによっ
て前記省電力モードの終了の前記インジケーションを受信した後に前記第１のトランシー
バに前記次のデータフレームを送信する、
［Ｃ２１］に記載の方法。
［Ｃ２３］
　前記受信バッファ中の前記利用可能なメモリの量は、前記受信バッファ中の前記第１の
データフレームを前記処理することに基づいて前記第２のしきい値を超えて増加する、
［Ｃ２２］に記載の方法。
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